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■第１回説明会 参加者アンケート 質問・意見まとめ 

＜８月 23 日（金）＞ 参加者 41 名 アンケート回収 38 部 

＜８月 24 日（土）＞ 参加者 35 名 アンケート回収 32 部 

  

※赤文字のものは、説明会資料（パワーポイント）に記載 

【質問】 

＜市街化区域編入について＞ 

・市街化調整区域でなくなった場合のメリット・デメリットを提示してほしい。（２人） 

→＜メリット＞市街化区域に編入すると、市街化調整区域に比べ土地利用の幅が広がり、

土地の価格も上昇します。また、町も市街地にふさわしい基盤整備が行い

やすくなります。 

＜デメリット＞土地の価格の上昇に伴い固定資産税が上昇し、さらに都市計画税も 

課税されます。 

・下水道などが整備された上で税金が上がるのか？整備される前に上がるのか？（１人） 

→下水道が整備されているかどうかにかかわらず、市街化区域に編入された時点から都市

計画税が課税されます。 

編入時点で下水道が未整備の箇所は、編入後に順次整備が進められます。 

・工事費がすごくかかると思うが、市街化区域に編入すれば補助金が出るのか？（１人） 

→＜編入しない場合＞基本的に地区内の都市計画道路整備にしか補助金を活用できませ

ん。 

＜編入する場合＞整備手法にもよりますが、都市計画道路整備に加え、その他の整備

（区画道路や公園等の公共施設、宅地の整備）に対しても補助金を 

活用できる可能性があります。 

＜その他＞ 

・スケジュールを提示してほしい。（１人） 

→スケジュールは、まちづくりをどのように進めるかによって異なりますが、仮に市街化

区域に編入する場合は、兵庫県が５年ごとに行っている市街化区域・市街化調整区域の

見直しにあわせて編入手続きを行う必要があります。 

今後の見直しは令和７年度、令和 12 年度を予定されており、本地区を市街化区域に編入

する場合は令和 12 年度の編入を目指すことになります。 

・はぐらかされているような説明会だった。町はどうしたいのか？（１人） 

→第１回説明会は、播磨町が感じている北古田周辺地区の課題や総論的なご説明が中心で

あり、結果としてそのように感じられたかもしれません。播磨町としては、現在の状況

や今後の見通しだけでなく、地域の皆様のご意見を踏まえ、またご参画もいただきなが

ら、よりよいまちづくりを進めたいと考えています。 
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・インターチェンジの整備は決まっているのか？（１人） 

→第１回説明会でもご説明した通り、対象地区近傍の明姫幹線（加古川市側）に接続する

形で（仮称）平岡播磨インターチェンジの設置が計画されており、現在は都市計画決定

に向けて検討が進められています。 

 

【意見】 

＜市街化区域編入について＞ 

・市街化区域編入を急いでほしい。（２人） 

・市街化を進めてほしい。（２人） 

→本地区を市街化区域に編入する場合は、令和 12 年度の編入を目指すことになります。 

・播磨町は自転車で一周でき、JR や山陽電鉄にも近いため、これ以上市街化しなくてもよいと思う。

（１人） 

→皆様のご意見を踏まえながら、目指すべきまちの将来像を検討していきます。 

・税金が上がることが心配である。（１人） 

→市街化区域に編入した場合のメリット・デメリットとともに、税金の変動等についても

今後の必要なタイミングでご説明します。 

・市街化調整区域のままでも可能な開発について、検討の余地があると思う。（１人） 

→市街化調整区域でも可能な開発についても、可能性の１つとして検討していきます。 

・インターチェンジの計画に併せて市街化区域に編入する必要性が納得できない。（１人） 

→インターチェンジが整備されれば、北古田周辺地区の土地利用の需要が高まると考えら

れるので、１つの契機として検討を始めています。市街化区域に編入するかどうかは、

皆様の土地利用意向を踏まえながら検討していきます。 

＜道路について＞ 

・道路幅員が狭く危ない。（１人） 

・自動車の通過交通が多く危ない。カーブミラーを設置してほしい。（１人） 

→交通状況を考慮した道路整備により、安心・安全な道路網の形成を検討します。 

・農道には街灯がない箇所が多く、夜道が危ない。（２人） 

・農道のアスファルトを舗装しなおしてほしい。（１人） 

・道路の整備を先に行ってほしい。（２人） 

→どのように整備を進めるのか、皆様のご意見を踏まえながら検討していきます。 

＜地区内の環境について＞ 

・資材置き場で工場のような作業をしていてうるさい。（１人） 

→土地を入れ換えることで土地利用ごとにゾーンを区分し、相互の悪影響を防止するため

の検討を行います。 

・現状のように適度に農地や空地がある方が豊かな環境に思える。（１人） 

・人口が減少しているため、住宅を増やすのではなく農地を保全してほしい。（２人） 

→公園の整備や農地の保全により、地区内の豊かな環境の維持を図るための検討を行いま

す。 
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・子どもや子育て世代にとって魅力ある地区にしてほしい。（１人） 

・「将来のまちづくりに向けて」とのことだが、まず現在の住民が安心して暮らせるようにしてほしい。

（１人） 

→皆様のご意見を踏まえながら、目指すべきまちの将来像を検討していきます。 

＜土地利用について＞ 

・農業以外の選択肢も増やして欲しい。（１人） 

・使用していない空地を早目に売却、又は土地利用したい。（１人） 

→市街化区域に編入するかどうかの検討を行い、編入する場合は都市基盤施設（道路等）

と宅地を一体的に整備することにより、土地利用の幅を広げることができるような手法

を検討します。 

・人口を増やしたいのであれば、住宅を増やすのではなく空き家バンクを活用してほしい。（１人） 

→まちづくり手法の１つとして検討していきます。 

＜まちづくりの進め方について＞ 

・一度開発した土地を自然に戻すことはできないため、慎重に検討してほしい。（１人） 

→皆様のご意見を踏まえながら、慎重にまちづくりの検討を進めていきます。 

・住民主導でまちづくりを進めてほしい。（２人） 

→まちづくりを検討する上では、地域の皆様のご参画が必要不可欠であると考えていま

す。今後も説明会や意見交換会等を開催し、皆様のご意見を踏まえながら、まちづくり

の検討を進めていきます。 

・コンサルタント主導のまちづくりにならないようにしてほしい。（１人） 

→コンサルタントは、地域住民の方や播磨町の考えに対して専門的な意見を助言する立場

であり、コンサルタント主導でまちづくりを進めることはありません。 

・事業に時間をかけないでほしい。（１人） 

・下水道整備を急いでほしい。（２人） 

→どのように整備を進めるのか、皆様のご意見を踏まえながら検討していきます。 

＜その他＞ 

・質問の回答集を作成してほしい。（１人） 

→本資料のように、皆様のご質問・ご意見をまとめたものを今後も作成します。 

 

 

 

 

 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

いただいたご意見を踏まえながら、皆様と共に今後のまちづくりを検討いたします。 


